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1 はじめに

現在，認知症患者に対するケアや高齢者向きの介護

予防には数々の介入方法が用いられている.それらの

介入方法は，大きく「心理療法J ， I fJi治活性化J，およ

び「フィジカルケアJ に分けて考えることができる.

「心理療法J は，主として対象者の心や人生の問題

から痕状を解きほぐしていく療法であり，回想、法， R.O 

(Reality Ori巴ntation) ，音楽療法，ダンス・セラピーな

どが挙げられる 1-3)

「脳活性化」は， JJ品の各部位を使う活動により，そ

の吉[)位の脳機能を活性化することをねらいとする読

み・書き・計算などの学習，捻り絵，ゲームなどがこ

れに該当する 4)

「フィジカルケアJ には，運動，レクリエーション，

栄養，口腔ケアなどが含まれる.

作業療法においても，これらの介入方法を，認知症

患者を対象とした日々の活動プログラムや高齢者に対

1 i!ß絡す当:幸 Email: h-tanaka@rehab.osakafu-u.ac.j 

する介護予防プログラムとして使用しているら7). Iや

でも，ぬり絵と回想法は認知症患者を対象とする病院，

施設においては，頗繁に用いられる介入方法である.

塗り絵は，特別な技櫛を必要としないシンプルな活

動であるが 8) 塗り絵の内容を工夫することにより，

脳を広範間に活性化させる可能性が示唆されている 9)

また，脳を活性化させる活動として最近話煩の「読み・

き・計算J などと比較して，多くの対象者が楽しく，

集中して取り組めるため継続性に優れているという特

徴がある.

一方， I回想、法j は，対象者の過去の記鰭や心に残る

想い出を語り合い，整理することによって充実感，心

理的安定感，社会的交流などを促す介入方法である.

認知症患者では，新しいことを記情する能力が低下し

ていても，過去の出来~~はよく覚えていることも多い.

このため，国想、法は塗り絵と同様に対象者が取り組み

やすく，良好な反応が得やすいという特徴がある 3) ま

た，回想法については，過去の記憶を呼び起こすこと

によって脳機能が賦活されることも示唆されている 10\
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我々は，このような 2 棋の介入方法を組み合わせる

ことで，認知症患者に対してより効果的な介入が行え

るのではないかと考えた そこで，議り絵と回想法の

治療的要素を取り入れた「思い出控り絵」を考案した.

「思い出捻り絵」は，個人の想、い出の深い写真を闘{象

処理によって線瞬化し作成した捻り絵である.対ー象

者が塗り絵に取り組むことで得られる集呼I力などの脳

機能改善効果に力IJ え，写真にまつわる個人的回想を促

すことで得られる記憶の賦活，心理的安定などの相乗

効果を期待するものである.

今rm. 認知症を専門とする病院と閥像処現ソフト開

発会社の協力を得て. ]1珪皮認知症と診断された 10 名

の患者を対象に「思い出塗り絵j を施行した.まだ.

対象者数も少なく試行的段階ではあるが，認知機能，

心理機能及び， 日常生活面に与える影響を検討したの

で報告する.

なお，今回のように，認知症に対する介入方法を複

数組み合わせた活動の効果を検討した締究はほとんど

ない. r思い出塗り絵」の効果検討は，増え続ける認

知症患者への介入に苦心する作業療法士や施設1隊員に

対する有益な情報提供になると考える.

2 方法

2.1 対象

治医が軽度認知抜 (rClinical Dementia RatingJ に

おいて 0.5 ~ 1 に該当)と診断し. r思い出諮り絵J

実施可能と判断した者の中で，本人および家族が研究

目的と方法に同意した者を対象とした.なお，研究目

的の説明は，当該施設の作業療法士が文書および口頭

にて行った.

研究に参加したのは計 10 名(男性 I 名，女性 9 名)

であり，診断名は全てアルツハイマー型認知症，平均

年齢は 75.2 土 4.1 歳であった.

2.2 手続き

2.2.1 思い出塗り絵の作成

介入開始前に，家族の協力を得て、対象者の思い出

が深いと思われる写真を 5 枚程度借用した.同 11ずに，

家族から写真にまつわる情報を得るため. r写真に関

する思い出話協査察J に数々の思い出話を記入してい

ただいた 次に、新たに開発した踊像処理ソフト(ブア

インサンキュー社製)を用いてこれらの写真を線岡化

し各人の「思い l討論り絵j を作成した.

2.2.2 仁思い出塗り絵」の実施予)J!f(

「思い出塗り絵」を JIlいた活動は週 1 IrIlの鎖皮で、計

5 問実施した.活動は作業療法士が対象者を倒別に担

当し. 1 聞の活動で 1 枚の「思い出漁り絵J を完成さ

せる形式で行った. 1 凶の活動時 !Þ立は，おおよそ 1 時

間であった.

対象者は仁思い出塗り絵」を捻りつつ写真にまつわ

る思い出を語った.作業療法土は「思い出捻り絵j 作

成に協力するとともに. r写真に関する思い出話調査

票」の内容を参考にしつつ，対象者が過去の記憶を

出できるよう働きかけた.さらに，活動中に対象者が

語った内得を，随時記録した.

2.2.3 評他i尺度

仁思い出塗り絵J を用いた活動が対象者の認知機能，

心理機能， 日常生活動作能力に与える影響を測定する

ため，認知機能に対・しては D-CAT (A ・ B . C). 

言語流i陽性検査，③N式老年者用精子tlJ状態尺)支(以下，

NM スケール).心理機能に対して④ PGC モラ}ルス

ケール. 日常生活動作能力に対して⑤N式老年者用1:1

常生活動作能力許制i尺度(以下. N-ADU を用いた.

5 種の尺度は. r思い出没り絵J 活動 I~f]始前に 21可，

5 闘の仁思い出塗り絵」活動を月jいた介入期間終了後

に 2 間測定した(図1).

(l) DぐAT (A ・ B . C) 

注意の集中 . i主意の維持，選択的注意機能の簡易

スクリーニング評価を目的に作成された評価尺度であ

る.所定の問題用紙には l から 9 の数字がランダムに

並んでおり，被験者はターゲットの数字を 1 分間にで

きるだけ多く抹j持することを求められる.A課題は

ターゲット数字が 1 つ. B諜題は 2 つ. c 課題は 3 つ

となっている.

(2) 言語流l陽性検査

言語流i陽性検査は，前頭葉機能の評価として頻繁に

用いられている検査である.再認流1I場 'l~!: とは，諾やカ

テゴ 1) ーの産出能力を指す.本研究では，カテゴリー

の流i陽性として「動物」を用い， 1 分間にできるだけ

多くの動物を挙げてもらった.

(3) NM スケール

認知疾患者の日常生活における精神機能を評価する

尺度である。①家事・身辺整~II!. ③関心・意欲・交流，

③会話，④記銘・記憶，⑤見 ~fi哉の 5 項目が合まれ，

各項目の正常から最重度まで 7 段階には分し点数化

する.本研究では，家族の観察により評価を行った.



非介入期間
(約 1 ヶ月)

活動なし
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|評価1 司自 ) 

怒い出主主り絵1 沼目

怒い出塗り絵2自問

思い出塗り絵3回目
介入期間

(約 1 ヶ月半)

思い出塗り絵4回目

思い出塗り絵咽~

非介入期間
(約 1 ヶ月)

活動なし

(評価4回目 ) 

国 rJ忠い出塗り絵」活動及び評価スケジュール

(4) PGC モラールスケール

主観的 QOL の評価を目的として， 自己記入式の尺

度として開発された.質問項目は、「心理的動揺J r孤

独感・不満足感J r老いに対ーする態度」の 3 つに大別

される.被験者は，質問項目のそれぞれについて，は

い・いいえの 2 つの選択肢から選択して回答する.肯

定的な選択肢が選ばれた場合に 1 点，その他の選択肢

は O 点として，合計得点を算出した.

(5) N-ADL 

認知i症患者の日常生活動作能力を総合的に評価する

尺度である.①歩行・起坐，②生活圏，③着脱衣・入

浴，④摂食，⑤排il!tの S 項駐を含み，自立皮により，

各項目ごとに 7 段階に区分し点数化する.本研究で

は，家族の観察により評価を行った.

2.2.4 r思い出塗り絵」活動後の対象者に関する情報

収集

家族及び施設職員やケアマネージャーなどの関係者

から. r思い出塗り絵J 活動後の対象者の様子につい

て情報を得た.

さらに，家族には介入期間中「思い出塗り絵」以外

に行った他の療法や治療の変化の有無を尋ねた.

2.2.5 統計処理

活動開始前に 2 随行った評価得点の平均点と，介入

期間終了後に 2 回行った評錨得点の平均点との 2 群間

比較を. Wilcoxon の符号)1町立和検定を )11 いて調べた.

統計ソフトは，エクセル統計 2006 を用い，有志:水準

は 5%未満で判定した.

3 結果

3.1 評価尺度の得点

N-ADL を除く、すべての評価得点は，活動開始前

より介入期間終了後の方が高かったものの，いずれも

有意な差は認められなかった(表1).つまり. r忠い

出諮り絵J 活動は，軽度認知i症患者の認知機能，心

理機能，及び日常生活断を向上させるとはいえない.

ただし D-CAT (C). 及び、， 言語流 11場性に関しては，

介入期間終了後の評価得点が高くなる傾向がみられた

(D-CAT (C) : z = l.836. P = 0.066. 言語流!陽性 :z

l.718. P 口 0.086). 

衰 1 評価得点の結果

評伝liJミ度 活動 IJ~始前 介入期ItU終了後 統言'.:11t:z P 1�1� 

D句CAT(A) 166.4 :t 53.3 184.0 土 69.7 1.172 0.241 

D-CAT(B) 146.0 こと 47.7 161.0:t 59.0 1.172 0.241 

D句CAT(C) 113.7 ごと 35.1 131.8:t 54.7 1.836 0.066 

f=l-j}古流l陽性 9.5:t 4.9 11.3 :1:4.3 1.718 0.086 

NMスケール 39.7:t 7.3 40.7:t 7.9 0.338 0.735 

PGCモラール 1 1.9 土 2.9 l1.9:t 3.2 0.102 0.919 

N-ADL 47.2土 3.4 46.4:t 3.8 1.095 0.273 
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表 2 家族及び関係者からの情報

立丞笠住数j
Ajえ 70歳代後半

1ヨ氏 70歳代 lìíî 'l"
C 氏 60歳代後半

D氏 80歳代前半
13氏 70歳代lÌíFlえ

F氏 70歳代後半

情報提供者

家族

F 施設糊 i 
ケアマネージャー i
i 施設l隊員 i 
ト家族

施設i隊良

なお、非介入期間には，対象者は f思い出塗り絵J 以

外の別の活動(プログラム)には参加していなかった.

3.2 家族及び関係者からの情報

家族及び関係者から情報を表 2 に示す. 6 名の対象

者の行動・発設の変化を偶わせる情報が待られた

4 考察

r，\ぷい出捻り絵」の効果は，認知機能，心理機能，

及び日常生活聞のいずれにおいても認められなかっ

た.しかし対象者が 10 名と少なく，介入期間が約

1 ヶ月半と短期間ながらも，認知機能 (D心AT (C) , 

言語流i陽性)については，効果の可能性を示唆する結

果となった. r思い出塗り絵J は，対象者が塗り絵に

取り組みながら，過去の出来事を思い出し，整理し

るという要素が含まれているため，ただ単に塗り絵

を主主るよりも前頭葉機能を活性化する活動と考えられ

る.そのため、前頭葉機能と関連の深い言語流暢性に

変化が現れやすかったと推測できる.認知機能に関し

ては，対象者数を増やし介入期開を延長すれば，前

頭葉機能を中心に介入効果が期待できると考える.

心理機能や日常生活面おいては，ほほ変化が見られ

なかったため，この活動が心理機能や日常生活面にま

で与える影響は小さいと考えるべきかもしれない. し

かし家族や関係者からは， 6 名の対象者の行動変容

が伺える発言が符=られた.これは，今回帰いた評価尺

度では，心理機能や日常生活部での変化を捉えるには

不十分であったï1J能性を示唆している.むしろ，家族

や関係者に 11耳接を行う主観的な評価方法を用いる方

が，対象者の行動変化を具体的に知ることができ，介

入効果の詳細な検討が可能となったと考えられる.

5 まとめ

塗り絵と間想法の治療的要素を取り入れた f思い出

按り絵」を考案し，軽度認知疲患者に対する認知機能，

心隈機能，及び日常生活直iへの効果を検討した.活動

内容

買い物で迷子にならなくなった

蓋主主主じことで気分がすっきりしたと話す
活動後は行動・会話がしっかりする
確認行為や物をなくすことが少なくなった
tlzの楽器を抑し入れから出してきてやり始めた

外に出る機会を増やすと話す

開始前と介入期間終了後の比較では，いずれも有意な

差は認められなかった.ただし認知機能について

は，介入期間終了後の評価得点が高くなる傾向がみら

れた.本研究は，試行的段時であり，今後は，評価方

法や介入期間を吟味するとともに，対象者数を増やし

検討することが必要で、ある.
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